
 

令和３年(第１５回)みどりの学術賞 受賞者 
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 （６９歳）公益財団法人地球環境戦略研究機関理事長、 

東京大学未来ビジョン研究センター特任教授 

 

功績概要：「人と自然が共生する社会（自然共生社会）の実現に向けた地域生態学

の実践とサステイナビリティ学への展開」に関する功績 

 

客観的で定量的な環境保全機能の評価に基づく総合的な地域環境管理計画手法

を提案し「地域生態学」の分野を確立するとともに、里地・里山の景観構造や生物

多様性の維持機構に関する研究を進め「SATOYAMA イニシアティブ」を主導するな

ど、二次的な自然生態系の保全と利用の重要性を国内外に発信した。また、研究成

果を持続的な社会－生態システムの再構築を目指す「サステイナビリティ学」へと

展開し、FAO（国際連合食糧農業機関）の世界農業遺産認定の活動を学術面から支

援するなどその社会実装を後押しした。これらの成果と卓越した発信力により、人

と自然が共存可能な社会の実現に向けた研究を先導し、各地の持続可能な地域環境

づくりの活動の拡大に大きく貢献した。 
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 （６６歳）公益財団法人かずさＤＮＡ研究所副理事長・所長 

 

功績概要：「光合成生物ラン藻のゲノム解読に始まる植物ゲノム科学の推進と持続

的農業生産系への展開」に関する功績 

 

光合成生物として初めてとなるラン藻の全ゲノム解読を発表し葉緑体を持つ植

物の光合成機能の理解に大きく貢献した。さらに、国際的な取組によるシロイヌナ

ズナの核ゲノム解読に大きな役割を果たし、ラン藻の遺伝子の植物の核への移行を

発見するなど植物ゲノムの進化に多大な知見を与えるとともに、作物の多様な遺伝

子機能を理解する基盤を築いた。さらに、マメ科植物における根粒菌との共生メカ

ニズム解明に貢献し、窒素肥料の使用量が少なく環境に与える負荷が低い作物開発

への展望を開くとともに、植物ゲノム情報のデータベースを整備した。これらの成

果により、植物ゲノム科学の分野を開拓し、ゲノム情報を基盤とした持続的農業生

産系の開発促進に大きく貢献した。 

 

（年齢は令和３年４月２３日現在） 

資料１ 


